
第４学年国語科学習指導案                                                           

 指導者  〇〇 〇〇 

１ 日時   １１月〇日（〇）〇校時 

 

２ 学年・組 第４学年〇組 

 

３ 単元名  広島のひばくと伝えたいこと 

 

４ 題材名  残したいもの，伝えたいこと 

 

５ 本時の目標 

  【国語科】 司会などの役割を果たしながら，平和に関わって，自分たちが残したものや伝えたい

ことを話し合い，互いの意見の共通点や相違点に着目して考えをまとめることができる。 

（思・判・表  A話すこと・聞くこと（１）オ） 

６ 本時の展開 

                                                                           

 主な学習活動・発問（◆）反応例（・）等 支援（◎）と評価（★）【観点・評価方法】 

 

導 

 

入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 牛田中学校の PC 放送部員が河本明子さ

んを題材とした映像を作っていることを知

る。 

◆ 前の時間に河本明子さんの気持ちを考

えました。明子さんのピアノを題材にし

た映像を牛田中学校の PC 放送部の生徒

が作っているので，観てみましょう。 

 

２ 中学生の残したいもの，伝えたいものに

ついて考える。 

◆ 牛田中学校の PC 放送部員たちは，どん

なものを残したり，どんなことを伝えた

りしたかったのでしょうか。 

・ 明子さんのピアノを残したかったの

ではないかな。（残したいもの） 

・ 明子さんの思いも残したかったと思

う。（伝えたいこと） 

・ 戦争は，今まで当たり前にできてい

たことができなくなる。（伝えたいこ

と） 

・ 二度と戦争を起こしてはいけないと

いうことを伝えたかったと思う。（伝

えたいこと） 

・ 平和であることがいかに幸せかを伝

えたかったのではないかと思う。（伝

えたいこと） 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 先に題材名「残したいもの 伝えたいこと」

を板書して伝え，「牛田中学校の PC 放送部

員は，どんなものを残したりどんなことを伝

えたりしたかったのか。」そして，「明子さ

んのピアノ」について考えながら動画を視聴

するように伝える。 

 

 

 

 

 

 

◎ PC放送部員たちの思いについて触れ，本時の

学習課題につなげる。 

 

◎ 展開に十分な時間を確保するために，口答で

答えるようにする。 



展

開 

３ 本時の学習課題を知る。 

 

 

 

４ これまでの学習を振り返る。 

◆ 平和ノートや平和学習で，どんなこと

を学習してきましたか。 

・ 原子爆弾の被害の恐ろしさ 

・ 原子爆弾は，家族や自由を奪うこと 

・ アオギリが人々に勇気と希望を与

えたこと 

 

（「つながり」によって学びを深める場面） 

５ 自分の残したいものや伝えたいことを考

え，グループで話し合う。 

◆ これまでの学習を通して，残したいも

のや伝えたいことを考え，グループで

話し合いましょう。 

・ 原子爆弾の被害の恐ろしさを伝え

ることが必要だから，原爆ドームな

どの被爆建物を残したい。 

・ 家族や自由を奪われた悲しみを伝

えるために，被爆体験を記録に残し

たい。 

・ 原爆の被害に遭っても生き残った

強さを伝えたいから，天満小学校に

あるプラタナスの木を残したい。 

・ 原爆に遭っても生き残ったプラタ

ナスの木を忘れてほしくないと願

いながら河邊先生が作曲した「プラ

タナスの風が」の歌を伝えたい。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 写真や挿絵を使って，これまで学習してき

たことを想起できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 参考資料「原爆ドームがユネスコの世界遺

産に」を読み，原爆ドームを残すことで何

を伝えたいのかを確認し，話し合いの見通

しをもたせる。 

上二つの枠は自分の考え，一番下はグルー

プで話し合った残したいもの伝えたいもの

を書くようにする。 

 

◎ 司会や記録，発表者などの役割を決めて，

話し合うようにする。 

 

◎ 共通点や相違点についてまとめやすくする

ために，ホワイトボードを活用する。 

 

◎ 残したいことや伝えたいことをキーワード

でまとめるように声をかける。 

 

★ 司会，記録等の役割を果たしながら，互い

の意見の共通点や相違点に着目して考えを

まとめている。 

（【思】記述内容，発言） 

ま

と

め 

６ グループで話し合った内容を発表し合

う。 

 

 

７ ふりかえり 

◆ それぞれのグループの発表を聴いて，

今，１０歳の自分には何かできるか，

そして自分にしかできないことを考え

て発表しましょう。 

・ もう二度と戦争が起きないために，

まずは相手の気持ちを考えながら

行動できるようになりたいです。 

・ 天満小学校にあるプラタナスの木

がもっと元気になるように，プラタ

ナスの木のお世話をしたいです。 

◎ 各グループが考えたことを全員で共有する

ことができるように，ホワイトボードを黒

板に貼って，発表できるようにする。 

 

 

 

 

これまで学習したことから，自分達が残したいものを話し合おう。 



 

７ 板書計画 
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